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投資情報室

～ここは東京丸の内にある運用会社『一寸アセットマネジメント』～
今日も “ちょっと”気になる巷の出来事が話題
一寸アセットマネジメントのとある一日
金融教育の第一歩は家庭から（第30号）

2017年3月16日

01/02

〈審査確認番号H28-TB336〉

ここは東京丸の内の運用会社（一寸アセットマネジメント）のある日の昼休み。
マルチリサーチ部のメンバーは、日頃“ちょっと”気になる出来事で雑談中です。

・今日の雑談メンバー
Ｏ部長・・・・この道ひと筋30年の大ベテラン。その嗅覚から日頃のちょっとした出来事が気になる。
Ｎ課長・・・・・・ 運用経験あり。優れた情報収集能力で社内外のあらゆる情報をキャッチする。

いや～。選択肢④は素直に正解でいいと思うけどなぁ。う～ん・・・でもなぁ・・・悩む。
取締役、お疲れ様です。先日ご紹介いただいた『おとなの金融力ドリル』※を早速、
マルチリサーチ部全員で解いています。

これは・・・悩みますけど、選択肢④はきっとひっかけでしょうね。

ここは東京丸の内の運用会社（一寸アセットマネジメント）のある日の昼休み。
マルチリサーチ部のメンバーは、日頃“ちょっと”気になる出来事で雑談中です。

・今日の雑談メンバー
取締役・・・・メンバーの精神的支柱。常に“次に何が来るか？”を考えている。
Ｎ課長・・・・運用経験あり。優れた情報収集能力で社内外のあらゆる情報をキャッチする。
Ａ係長・・・・入社8年目。最近気になるキーワードは「ＲＯＥ」「ダイバーシティ経営」。

図表1：各年代で身に付けておきたい金融知識

マルチリサーチ部はもちろん・・・全員全問正解なんだろうな？

出所：政府広報オンラインを基にニッセイアセットマネジメント作成 ※一部割愛・まとめて記載しています。

N課長

取締役

Ａ係長

※『Ｆｏｓｔｅｒ Ｆｏｒｕｍ 良質な金融商品を育てる会』より

どきっっ！！！
『おこづかい帳をつけなさい』『お金はよく考えて使いなさい』と子どもの頃に両親に言わ
れたけど、なぜそうしなくてはならないか？までは教わっていない気がするな。

Ａ係長

金融・経済をめぐる環境は大きく変化をしているし、さまざまな金融商品・サービスが増
えてきているだろ。子どものうちから金融知識を得て、正しい判断をしていくことが大切
だぞ（図表1）。

取締役

小学生 中学生 高校生 大学生・社会人 一般社会人・高齢者

買い物やこづかい、お年玉など、お金に
関わる経験・知識を身に付け、社会の中
で生きて行く力の素地を身に付ける。

こづかい管理や買い物の経験も増え、
家計や生活設計について理解し、将来の
自立に向けた基本的な力を養う。

生活設計の重要性や社会的責任について
理解し、社会人として自立するための
基礎的な能力を養う。

社会人として自立するための能力を確立
し、生活面・経済面で自立していく。

社会人として自立し、本格的な責任を担い、
定年退職後は年金受給額などの範囲内で
支出を行えるライフスタイルに切り替える。
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図表2：日本は個人金融資産のおよそ半分が預貯金

N課長

取締役

金融教育の推進により投資が促進されていけば、インフレによる金融資産の目減りを防ぐ
ことが出来るだけでなく、成長分野への持続的な資金供給をもたらして、経済全体の成長
に貢献することも期待できるだろうね。

アメリカでは各家庭で、子ども自身の習い事にかかっている費用や、教育資金の話まで親が
子どもに対して積極的にお金の話をしているという話を聞いてとても驚きました。

N課長
おっしゃるとおりですね。
日本の金融教育は『経済知識の習得』が重視される一方、欧米諸国は『健全な家計管理』
や『生活設計の習慣化』に焦点が当てられているようですから、教育方法のさらなる見直
しも必須になってくるでしょうね。

残念ながら日本の金融教育は他の先進国等に比べて遅れをとっていると言われていますね。

超低金利にも関わらず、約1,700兆円※もの個人金融資産の半分が預貯金で運用されている
というのは、資産運用のメリットについて十分に理解されていない事にあるのかもしれませ
んね（図表2）。

Ａ係長

※2016年9月末時点

日本 米国 欧州

Ａ係長

N課長

確かに、まず『家庭のお金がどのようになっているのか？』ということを学ぶことから
始めるのが良さそうだよね。子供に自分の月給を言うのは抵抗があるなぁ・・・
もっといただかないと・・・♡

取締役

またまた～

※家計金融資産の国際比較（日本・米国は2016年9月末時点、ユーロ圏は2016年6月末時点のデータ）
出所：日本銀行のデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成


